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Ｇ７三重・伊勢志摩交通大臣会合開催に向けた 

「G7 千羽鶴プロジェクト」について 

 

概    要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市では、本年 6 月のＧ７三重・伊勢志摩交通大臣会合開催に向け、市内すべての小

中学校の協力によりG7関係国及び欧州連合の国旗（欧州旗を含む）をイメージした千

羽鶴を制作し、作品を展示して各国関係者等の来訪者へのおもてなしの気持ちを表す

「G7 千羽鶴プロジェクト」を昨年 12 月下旬から開始しています。 

市内にある小学校７校及び中学校６校が G7 関係国（仏、米、英、独、日、伊、加）及び

欧州連合の８つの国旗のうち、いずれか１つを担当して、学校ごとに国旗をイメージし

た千羽鶴を制作します（完成イメージは次頁）。 

本プロジェクトは、千羽鶴を通して来訪者におもてなしの気持ちを表現することの

ほか、この取組により、市内の小中学生の子どもたちに各国への興味・関心を持ってい

ただき、国際理解を深めるきっかけとすることをねらいとしています。 

ついては、この度、下記の学校における取組を公開しますので、取材ご希望の場合

は、総合政策課までご連絡いただきますようお願いいたします。 

 

記 

 
日  時 ： 令和５年１月２３日（月） １４時３０分～１５時 20 分 

対  象 ： 東海中学校 （志摩市阿児町甲賀 2088-1） 

内  容 ： 全校生徒が一斉に折り鶴を作成します（千羽鶴に束ねる作業は 

後日実施します）。 

※うち 1 年生の２クラスについて取材を受け入れます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁につづく   

なぜ「千羽鶴プロジェクト」なのか 

千羽鶴は昔から、長寿祈願・幸福祈願・災害祈願・病気快癒の意味が込められ、平和

のシンボルとして作られることが多くありました。現在は、世界に浸透するほど人々に認知

されており、特に「折り鶴」は外国人のおもてなしとして喜ばれる物となっています。 

そこで、今回、本年 6 月の G7 三重・伊勢志摩交通大臣会合開催により、G7 関係国

及び欧州連合の閣僚をはじめ各国より多くの方々が本市を来訪することを捉え、国旗を

イメージした千羽鶴を作成し、会場等に展示することで、志摩市を訪れる方々に対するお

もてなしの心を表現します。 
 

（昨年 12 月 21 日に政府から公表されたＧ７広島サミットロゴマークにおいても、折り

紙がモチーフとして使用されていますが、「折り鶴」と縁の深い広島とのつながりの

意味も含め、折り鶴をテーマとしたプロジェクトを実施するものです。） 
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なお、本プロジェクトでは、G7 関係国と欧州連合の８種類の国旗を１セットとし、２

セット計 16 の千羽鶴を制作する予定です。小中学校で制作する１３の千羽鶴のほか、

残る３つについては、市民会議の会員団体の協力を得るなどして、世代を問わず市民

参加型で制作する予定です。 

 

完成した千羽鶴については、会合開催１００日前（3/8）の時期を目途に、取りまとめ

て一斉にお披露目を行う予定です。 

会合開催時（６/１６～１８）には、会合会場や各国関係者の滞在する宿泊施設など、関

係者の方々の目に触れる場所で展示できるよう、現在、関係機関と調整中です。 

 

 

【国旗をイメージした千羽鶴】 
    ・縦２６羽を糸で束ね、横３９列で木材の棒に吊るす。 

    ・大きさは、縦９０ｃｍ、横１５０ｃｍ程度を予定。 

    ・最下部の留め具にはパールビーズを使用。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お問合せ先 

志摩市政策推進部 総合政策課 政策企画係  米奥・橋爪・大形 

電話番号 ０５９９-４４-０２０５  FAX ０５９９-４４-５２５２ 

e-mail  sogoseisaku@city.shima.lg.jp 
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